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大人の道徳教育 

校長 清 水  誠 

 先日、「雨のバスていりゅう所で」という４年生の道徳の授業がありました。『規則の尊重』について考えさ

せる内容でした。主人公の「よし子」は、他の人たちと共に近くの店の軒下に並び、雨を避けながらバスを待っ

ていました。しかし、バスが近付いてくると、停留所の先頭へと駆け出し、真っ先にバスに乗ろうとしました。

そんなよし子を連れ戻す母親のいつもと違う様子を見て、自分がしたことについて考えるというお話です。規則

は、相手への思いやりの側面をもっています。よりよく社会生活を生きるために、規則を守ることが周りの人々

への優しさにつながります。道徳の授業では、「規則は守らなければならない」と、たいていの子ども達は当然

のように答えるでしょう。しかし、実際の自分たちの生活場面ではどうでしょうか。道徳の授業の後半では、さ

らに自分自身の生活経験を想起させ、より深く考えさせていきます。 

 道徳の授業が教科になり、４年目を迎えました。道徳教育がそれだけ重要視されるようになったのには、いく

つかの理由があります。いじめ問題の増加という背景に加え、社会のグローバル化や情報通信技術の進歩による

コミュニケーション方法や倫理観の変化などが考えられます。一方で、他人を思いやる心や善悪の判断といった

道徳性が身につくかどうかは、学校以前の家庭生活の影響も大きいはずです。学校における道徳教育は、道徳の

授業だけでなく、全ての教育活動で行われることになっています。であるならば、道徳教育は学校だけで教える

のではなく、家庭や地域社会でも足並みをそろえて教えていかなければなりません。 

 ところで、子どもの時に培った道徳心は、大人になってもきちんと残っているものなのでしょうか。震災によ

ってできた配給所に、我先にと殺到する大人に対し、子ども達がきちんと列をつくっていたという話がありまし

た。子どもは大人を見て育つのであり、道徳においては、子どもの前に大人が改めなければならないことがたく

さんあります。例えば、エスカレーターの「片側空け」は、暗黙のルールや社会的マナーという考えが大勢を占

め、長年問題視されてきています。埼玉県では、エスカレーターでは立ち止まるということを１年前に条例化し

ましたが、全く守られていません。道徳の時間でいうところの『規則の尊重』はどこへやらです。そういう私は、

いつも左側に乗って立っています。右側を歩く人を注意する『正義』と『勇気』はなく、むしろ急いでいるのだ

ろうなと『寛容』や『思いやり』にすり替えてしまっています。 

 １２月１０日（土）は、道徳授業地区公開講座として、本校第１６代校長の土屋 信行先生による講演会を行

います。多くの保護者の皆様のご参加をお待ちしています。 
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地域未来塾（１１／１．２９）   

  

１１月１日（火）に第１回目の地域未来塾が行われました。地域未来塾 

とは、練馬区学校・地域連携事業を活用した放課後学習教室のことです。 

本校では、地域の学習支援者２名が中心となり、算数の基本的な内容の定 

着を図るために、復習中心の補充学習を行います。対象学年は、２年生及 

び３年生で、今年度は年４回、理科室で行います。 

第１回目は、最初に校長先生と副校長先生から心得や学習の進め方につ 

いて説明を受けた後、プリント問題に取り組みました。分からない問題が 

あれば静かに挙手をして、地域の学習支援者から解き方のヒントをもらい、 

ていねいに指導をしていただけます。一人ずつ丸付けをしてもらい、合格 

するまでがんばる姿が見られました。 

 

 
          お話コンチェルト たんぽぽの会（11/2）  

  

たんぽぽの会は、洗足学園音楽大学の公認サークルです。読書旬間に

合わせて、絵本の読み聞かせと生演奏をコラボした公演を行っていただ

きました。高学年も低学年の部も、それぞれ３つの絵本でプログラムが

構成されていました。 

お話に合わせて演奏された音楽は、全てたんぽぽの会の学生たちが作

曲しました。ところどころに打楽器や効果音なども入れながら、ストー

リーに合った音楽がよく考えてつけられていました。絵本の内容のすば

らしさに音楽のすばらしさが融合することで、体育館に集まった子供た

ちを不思議な世界へと導いていきました。 

終わりに、楽器の紹介もしてもらいました。音大生のみなさんの真剣

な演奏は、これから音楽発表会に向けて練習に取り組む子供たちへのす

ばらしい贈り物になりました。 

 

 ３年 消防署見学（１１／４） 

  

光が丘消防署見学に徒歩で行きました。まず、正面車庫から、消防車 

と救急車、はしご車が一斉に出動する訓練を見せていただきました。防 

火服を着る隊員の方や機関士（運転手）の方の行き方を確認する様子な 

ど、素早い行動に子供たちは驚いていました。次に、消防署の裏手に回 

り、消防士の一日の仕事の流れや、火事が起きた時に火災の原因を一つ 

一つ確認する仕事などを教えていただきました。また、救急車を呼ぶか 

迷った時は、救急安心センターがあり「＃７１１９」に電話をすること 

を教えていただきました。最後に、ポンプ車の中を見せてもらいました。 

隊員の方から一つ一つ道具を出してもらい、子供たちの質問にも答えな 

がら見せていただきました。ポンプ車にいろいろな道具がたくさん入っ 

ていることを学ぶことができました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校生活～ 

１年 生活科見学（１１／１７）   

生活科「なかよくなろうね 小さなともだち」という単元の一環として、 

東板橋公園内にあるこども動物園に行きました。距離が遠く、公共交通機 

関を使う初めての生活科見学でした。そのため、電車や道を歩く時のマナ 

ーなどを念入りに指導し、当日を迎えました。 

子供たちは１か月以上前からずっと楽しみにしていたこともあり、動物 

園の看板が見えただけで大興奮でした。園内では、３つのグループに分か 

れて見学や体験を行いました。モルモットの体験では、長い時間抱っこを 

することができたため、お別れがとても寂しかったようです。ヤギや羊と 

の触れ合い体験では、“怖がらせないように”を心がけてゆっくりと近づき、 

優しく触っていました。 

今回の学習で、自分より小さな生き物を肌で感じたのはもちろんのこと、 

公共でのマナーを含めた多くのことが学べました。 

  

５年 下田移動教室（１１／７～９） 

 
５年生は、静岡県下田市方面へ移動教室に行ってきました。準備段階か 

ら楽しみにしていた子も多く、タブレットを使って熱心に調べ学習に取り 

組んできました。３日間で、伊豆シャボテン動物公園や下田海中水族館、 

爪木崎散策や地球博物館など、様々な施設の見学をしました。中でも帰校 

後の子供たちの反応を見ると、釣り体験と星空観察が心に残ったようです。 

釣り体験では、釣り掘りと海釣りの２か所を体験し、全員魚を釣り上げる 

ことができました。また、ちょうど皆既月食と日程が重なり、急遽行った 

星空観察では、月食の様子とともにたくさんの星や流れ星を見ることがで 

きました。 

 下田で学んだ３日間を、これからの生活に活かしていってほしいです。 

  

６年 笑顔プロジェクト 出前寄席（11/14） 

 
東京都の笑顔プロジェクトの事業として、６年生に落語や漫才の公

演がありました。子供たちは、日本の伝統芸能としての落語や漫才の

楽しさに引き込まれ、終始大爆笑の連続でした。また、体験コーナー

では、蕎麦や饅頭を食べるしぐさを教えてもらいました。代表で三人

の児童が舞台に上がり、実際に体験することができました。落語家が

扇子を使うと、本当に蕎麦を食べているように見えます。その再現度

の高さに子供たちは驚いていました。 

古くから伝わる伝統文化の素晴らしさは、「お笑い」という形でも

しっかりと受け継がれているということが分かりました。社会科や国

語科の学習でも、伝統文化や伝統芸能について学んでいます。今回の

体験を生かして、様々な教科でより深い学びとなるように指導してい

きます。 

   



＜１２月の行事予定＞ 

安全指導「安全に冬の生活をしよう」 
 

 

 

        

 

        

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

日 曜 相 行 事 

１ 木  
学 安全指導 

音楽発表会リハーサル（児童鑑賞日） 

２ 金  読 １～３年音楽発表会（保護者鑑賞日） 

３ 土  
読 ４～６年音楽発表会（保護者鑑賞日） 

全学年４時間授業 給食なし 

４ 日   

５ 月  振替休業日 

６ 火 ◆ 読 マラソン週間（～1２日）避難訓練 

７ 水  学 避難訓練予備日 

８ 木  体  

９ 金  読 3 年社会科見学 

10   土  読 学校公開 道徳授業地区公開講座 

11 日   

12 月 ◆ 全 給食費引き落とし 

13 火 ◆ 読 ６年社会科見学 

14 水  学 ６年出張美術館出前授業 委員会活動 

15 木  特別時程４時間授業 校内研究授業６年 

16 金  
読み聞かせ 図書ボランティア 

４年社会科見学 

17 土   

18 日   

19 月 ◆ 全 

20 火 ◆ 読 たてわり班振り返り会（中休み） 

21 水  学 クラブ活動３年クラブ見学 

22 木  児 水曜日時程５時間授業 

23 金  終業式 給食終わり ４時間授業 ２学期終 

24 土   

25 日   

26 月  冬季休業日始 

27 火   

28 水  閉庁日 

29 木  機械警備 

30 金  機械警備 

31 土  機械警備 

１２月の生活目標 
＜学校をすみずみまできれいにしよう＞ 

 本校では主に、たてわり班を単位として清掃を

行っています。６年生が用具の使い方、流れをメ

ンバーに説明しながら、限られた時間内に終わる

ように異学年で協力して進めています。 

 自分や友達が使った場所をみんなできれいに

して、次の人に気持ちよく使ってもらう、その良

さを味わわせながら清掃活動に取り組ませてい

きます。   

 

 音楽発表会          

学年ごとの完全入れ替え制で実施します。同

居家族であれば、全員鑑賞可能です。発表開始

時刻は、12月 2 日(金)  9:00  １年生 

9:50  ２年生   

10:40 ３年生 

12 月 3日(土)  9:00  ４年生 

                   9:50 ５年生   

10:40 ６年生 

受付・入場開始は、上記の 20 分前からです。 

詳細については、11 月 14 日に配布しましたプ

リントをご覧ください。是非ご来校いただき、

子供たちの精一杯の演奏をじっくりご鑑賞くだ

さい。   

マラソン週間  

マラソン週間では、中休みに全校児童で校庭

を走ります。マラソンを通じて体を動かす心地

よさを感じてほしいです。一人一人が自分のペ

ースで走ることを目標にし、体力向上につなが

るような一週間にしたいと思います。 

※ 安全のため、マスクを外して走るように指

導します。     

 

道徳授業地区公開講座講演会について 

１２月１０日（土）２校時に、体育館にて講演会

があります。「みんなの子供を みんなで育てる」

と題し、土屋信行先生にご講演をいただきます。ぜ

ひ講演会にご参加ください。学校公開は、以下のよ

うに実施します。１・２年生は１・３校時のどちら

か１時間を選んで、それ以外の学年は１・３校時の

どちらでもご参観ください。ご家庭から１名のご参

観にご協力ください。 

１校時 １～３年生 道徳 

２校時 講演会（授業公開なし） 

３校時 ４～６年生 道徳  

 

   【スクールカウンセラーについて】 

新しいスクールカウンセラーについては、１

月から配置の予定です。 

全全校朝会音音楽朝会児児童集会

体体育朝会学朝学習読朝読書  

◆:心のふれあい相談員（秋葉） 

◇: スクールカウンセラー（未定） 

＊行事予定は変更になる場合があり

ます。学年だより等でご確認くださ

い。 

☆ 個人情報についてのお知らせとお願い 

学校だよりや、旭町小学校ホームページに、子ども達の学習

の様子を写真で掲載する場合があります。掲載する際には、個

人が特定できないようなものを使用するなど、配慮をしてまい

ります。もし不都合がある場合は、担任までお知らせください。 


